
１　基本事業の目的

関係課：

主管課：

基本事業

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

      52.70

      59.50

       0.00

       0.00

      52.20

      56.70

       0.00

       0.00

      52.70

      59.10

       0.00

       0.00

      53.00

      63.00

       0.00

       0.00

      54.00

      66.00

       0.00

       0.00

      55.00

      70.00

       0.00

       0.00
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地域医療体制の確保

地域医療体制の確保

市民が，いつでも安心して医療が受けられる体制を整備する。

課題としない

課題とする

（状況）昨年度と比較して0.5ポイント増の52.7％で，横ばい状況が続いています。

（状況）昨年度と比較して2.4ポイント増の59.10％となったものの，横ばい状況であり，目
標値とは10.9ポイントの開きがあります。

（原因）目標値の55.00％を超えるのは大野，大井沢，高野及び北守谷地区となっており，
守谷，みずき野，南守谷及び美園地区は目標値を下回っています。特に，みずき野及び南守

（原因）在住期間が「1年以上5年未満」が33.3％，「10年以上20年未満」が61.2％，「30年

谷地区においては40％台となっており，比較的，市南部の地区において満足度が低い状況で

以上」が70.7％と，在住期間が長くなるにつれて，かかりつけ医のある割合が高くなってい

す。

く傾向があります。守谷市は転入者が多く，比較的在住期間が短い市民が多いことも要因に
あると考えられます。

令和元年度 （平成30年度実績評価）

市内の医療施設の数が充足していると思う市民の割合

身近なかかりつけ医のある市民の割合

健やかに暮らせるまち

健康づくりの推進

上がると良い

上がると良い

保健センター

保健センター

保健センター

市民

横ばい

横ばい

（％）

（％）

低

低

基準値（H26）

基準値（H26）

基準値（H26）

基準値（H26）

H29年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

R02年度

目標値（R03）

目標値（R03）

目標値（R03）

目標値（R03）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費担 当 課

５　基本事業を構成する事務事業の評価

基本事業を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

地域医療体制の確保

        198

      7,432

      8,154

        202

      6,123

      8,661

        346

      5,551

      8,147

            15,617             15,784             14,986             14,044             14,044

維持 横ばい 維持対象外

対象外

対象外

               586                520                  0                  0                  0

献血推進事業

休日夜間急患センター運営負担金

常総地域病院群輪番制度負担金

一部停滞あり

課題あり

向上

維持

　「身近なかかりつけ医のある市民の割合」が伸び悩んでいます。
　日頃の健康状態を知るかかりつけ医がいれば，的確で早めの対策がとれるなどのメリット
があるほか，かかりつけ医を持っている人は，受けた医療に対する満足度が高く，検診の受
診率も高いという日本医師会による調査結果もあります。
　比較的在住期間が短い市民が多いことも要因にあると考えられますが，早い時期からかか
りつけ医を持ち，安心して医療がうけられるよう，かかりつけ医の必要性について，広く周
知する必要があります。

保健センター

保健センター

保健センター

            16,203             16,304             14,986             14,044             14,044

基準値（H26） H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）

H29年度 H30年度 R01年度

H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度


